
水用フィルター

塗装・基板実装・鋳造
検査室やボディ・バンパー製造の
塗装工程でのゴミ・ブツ対策

車載製品・基板実装品の静電気対策
ストレージでのゴミ・ブツ対策、加湿

鋳造品

塗装・鋳造

ボディ
外装品・内装品
鋳造品

塗装・鋳造

ボディ
鋳造品

高 低霧に求められる品質と必要とされる工程・製品

加湿システムの導入による静電対策とその効果

加湿システムのフロー図

相対湿度とバンパー帯電量の相関 加湿システム導入後のゴミ・ブツ減少率

求められる対策と効果

用途・工程に合わせた効果的な加湿
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高品質な霧

ドライフォグノズルで
濡れない加湿が可能

少し粗い霧

効果的に加湿する
微霧噴霧ノズル

しっとり濡らす霧

必要最低限の霧質で
コスト最優先の加湿

静電気対策

ゴミ・ブツ付着の減少
品質向上
生産性向上

作業環境改善

作業環境の冷却（暑熱対策）
サイクルタイムの短縮

コストダウン

メンテナンス費用の削減
良品率向上による損失軽減

加湿システム・加湿ユニット
システマティックな製造管理をサポートする
自動車に数多く搭載されている電子部品の実装工程において、湿度（加湿）管理は必要不可欠な要素であり、適切な湿度管理を
行うことは周知の事実となっています。ドライフォグ加湿は業界ナンバーワンの実績を誇り、現場に合った湿度環境を提供します。

湿度を55%RHに保つことで帯電量を大幅に低減させることができます。 その結果ゴミ・ブツ付着率が低減し、初期品質も向上。

エアーを使わず微粒子の霧を噴霧する
１流体加湿冷房システム

濡れを気にしない工程や、エリアでの加湿冷房、
コストダウン最優先の現場に

ストレージでの埃舞い上がり防止
（足下が水浸しにならない水噴霧が可能）

工場での作業場冷房に

■

 

■

   

■

 

■

● 加湿
● 大幅な冷房コストの削減 
● 作業環境冷房
● 建屋・ブース入り口の
　フォグカーテン（埃防止）

効 果

年間を通し安定した湿度環境を築き、
管理する加湿システム

ブレーキシステムやカーナビ、パワーウィンドウ、
パワステなど基板実装品製造工程や、
塗装工程での適切な湿度環境維持に

■

 

■

● ゴミ・ブツ付着の低減
● ミスチャックの低減
● 直行率の向上

効 果

りょうむ
1流体加湿冷房システム
涼霧システム®

空調加湿システム
AirAKI®

高性能加湿器
AKIMist®"E"

アキミストエアラキ
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0.77
0.55

1.5

1.38

Bライン（件/台）

設置後設置前 設置後設置前

ゴミ・ブツ件数

上塗り初期品質

電磁弁ユニット

AKIMist®“E”

エアーコンプレッサー

水用減圧弁

エアーフィルター
オイルフィルター
タンク

湿度センサー

湿度制御装置

イオン交換樹脂純水器

逆浸透膜純水器（ 　　　　 ）

圧力タンク
アキミスト

エアーワッシャー加湿ストレージ加湿



BIMシリーズラインアップ

BIMK
（空円錐）

BIMJ
（充円錐）

BIMV
（扇形）

BIMシリーズ
（微霧発生2流体ノズル）

液加圧タイプ

スプレーパターン

アダプターの種類

サクションタイプ

BIMK
（空円錐）

BIMV
（扇形）

スプレーパターン

アダプターの種類

N形 T形 SP形
USP形

ND形
UND形

SN形
USN形 N形 T形 SP形

USP形
ND形
UND形

SN形
USN形

車体冷却 離型剤噴霧システム

台車冷却

鋳造品冷却 バンパー冷却

BIMシリーズ仕様（抜粋）

スプレータイプ スプレーパターンシリーズ名

BIMV

CBIMV

BIMK

CBIMK

BIMJ

CBIMJ

噴霧角度（°  ）

110・80・45

110・80・45

60

60

70・20

20

圧搾空気圧力
（MPa）

0.2～0.4

0.2～0.4

0.2～0.4

0.2～0.4

0.2～0.4

0.2～0.4

液圧力（0.1～0.3MPa）

空気消費量（Nℓ/min）※噴霧流量（ℓ/hr）※

1.0～107

0.5～ 38.5

2.0～107

2.0～ 38.5

2.0～107

0.5～ 38.5

  7～245

  5～  91

13～245

13～  91

13～245

  5～  91

平均粒子径（μm）
レーザードップラー法

20～100

20～100

20～100

20～100

20～100

20～100

※噴霧流量は圧搾空気圧力0.3MPa、液圧力0.1～0.3MPaのもので、空気消費量は圧搾空気圧力0.2～0.4MPaのものです。
詳しい仕様などにつきましては、2流体ノズルカタログをご覧ください。

アダプターの種類についてはP.14をご覧ください。

BIMシリーズは、液加圧タイプとサクションタイプがあり、3種類のスプレ－パターン・8種類のアダプターから選定します。

圧搾空気圧力と液圧力を変えることにより噴霧流量を
小～大噴量まで大きく変えられます。 圧搾空気圧力で液体を吸い上げて噴霧します。

● 小さな粒子が少量必要なとき。
● 液体に加圧できない（圧送できない）とき。

● 対象物や時間により噴霧流量を変える必要があるとき。
● 小さな粒子が大量に必要なとき。
● 噴霧流量が決まっていないとき。

小噴量扇形

コンパクトタイプ
小噴量扇形

小噴量空円錐

コンパクトタイプ
小噴量空円錐

小噴量充円錐

コンパクトタイプ
小噴量充円錐

BIM使用例
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微霧発生2流体ノズル BIMシリーズ
微霧発生2流体ノズル BIMシリーズ
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ブースストレージ加湿
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